
【材料】（４人分）
　玉 ね ぎ…中２本（300g）
　人 参…中２本（300g）
　ひ き 肉…300g
　ニ ガ ダ ケ…300g
　ロ ー リ エ…１枚
　 油 …大さじ１
　に ん に く…１かけ
　カレールウ…４人分

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
　①　ニガダケは湯がいて薄切りにする（新鮮なものはそのままで良い）。
　②　玉ねぎは薄切り、人参はやや大きめのみじん切りにする。
　③　鍋に油を入れ、刻んだにんにくを入れて焦げないように炒め、玉ねぎを加える。
　④　玉ねぎがしんなりしたら、ひき肉、人参を入れて炒め、材料がひたひたになるくらいの水
　　（約４カップ）を入れて煮込み、ニガダケ、ローリエ（なくても良い）を入れる。
　⑤　カレールウを入れる前にローリエを取り出し味を調える。

「ニガダケとひき肉のカレー」「ニガダケとひき肉のカレー」
第 229 弾第 229 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

市
長
独
言

№ 110
…
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ
の
人
気
者

　
５
月
、
東
京
・
西
麻
布
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館
に
ジ
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ェ
ロ
ニ
ム
大
使

を
訪
ね
ま
し
た
。
今
年
８
月
の
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
に
ぜ
ひ
ご
来
島
を
と
招
待
し
た
と

こ
ろ
、
大
使
は
快
諾
の
う
え
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
展
示

を
種
子
島
で
も
紹
介
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
万
博
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
海
や
航
海
に
ち
な
ん
だ
展
示
が
な
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
一
部
と
し
て
帆
船
の
ロ
ー
プ
な
ど
が
大
使
館
１
階
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
マ
ス
コ
ッ
ト
の「
ウ
ミ
ち
ゃ
ん
」に
会
い
ま
し
た
。
万
博
会
場
で
人
気
者
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
人
が
入
れ
る
着
ぐ
る
み
が
玄
関
で
来
館
者
を
迎
え
、
愛
く
る
し
い
表
情

で
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
が
モ

チ
ー
フ
で
、
背
中
な
ど
体
に
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ
の
模

様
が
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
化
で
あ

る
装
飾
タ
イ
ル
の
芸
術
で
す
。「
ア
ズ
ー
ル
（
青
）」

一
色
で
風
景
や
人
物
を
描
い
た
り
、
イ
ス
ラ
ム
文

化
の
影
響
を
受
け
た
幾
何
学
模
様
、
花
や
動
物
の

柄
、
貴
族
な
ど
の
紋
章
、
歴
史
的
な
物
語
の
絵
画

を
あ
し
ら
う
な
ど
し
て
、
時
代
を
超
え
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
建
築
や
イ
ン
テ
リ
ア

の
装
飾
は
も
と
よ
り
、
衣
料
品
、
雑
貨
、
食
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
わ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
化
の
象
徴
と
い
え
ま
す
。

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
種
子
島
は
16
世
紀
の
鉄
砲
伝
来
の
縁
で
、
姉
妹
都
市
盟
約
（
ヴ
ィ
ラ・

ド
・
ビ
ス
ポ
市
と
西
之
表
市
、
１
９
９
３
年
）
も
結
ん
で
い
ま
す
。
現
代
に
つ
な
ぐ
交

流
の
あ
り
方
と
し
て
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ
の
活
用
も
あ
り
そ
う
で
す
。

　
九
州
市
長
会
が
開
か
れ
た
那
覇
市
で
琉
球
文
化
の
薫
り
を
た
た
え
る
、
か
り
ゆ
し

ウ
ェ
ア
の
清
々
し
さ
を
眺
め
な
が
ら
、
種
子
島
だ
っ
た
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
が
い
い
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

▲ウミちゃん、ジェロニム大使と

⑬ 市政の窓2026. ６月号




